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  ふしぎに思
おも

ったことやくわしくしらべてみたいと思
おも

ったことなど、自分
じぶん

でしらべることをきめてけん

きゅうしましょう。 

 長
なが

い夏休
なつやす

みはじゆうけんきゅうをするのにてきしています。自分
じぶん

がしらべたいことを先生
せんせい

やお家
うち

の人

などにそうだんしながら、ていねいにじっくりとけんきゅうしましょう。きっと、たくさんの発見
はっけん

がある

ことでしょう。３年生
ねんせい

は理科
り か

の教科書
きょうかしょ

の５４ページ～５５ページもさんこうにしてください。 

≪じゆうけんきゅうのすすめ方
かた

≫ 

１  しらべるこ

と（テーマ）をきめ

る 

身
み

の回
まわ

りのものを注意
ちゅうい

して見
み

たり、学校
がっこう

で勉強
べんきょう

したことでもっとくわしくしらべた 

いと思
おも

ったことなどからしらべること（テーマ）をきめる。 

≪テーマ例
れい

（小学校
しょうがっこう

理科
り か

作品展
さくひんてん

出品
しゅっぴん

作品
さくひん

から抜粋
ばっすい

）≫ 

『 弟
おとうと

が生まれた』『かいわれだいこんのかんさつ』『アサガオのかんさつ』『スイカのた

ねのしゅるい』『セミのじっけん』『１０円
えん

玉
だま

をキレイにするほうほう』『おし花
ばな

』『か

げのかんさつ』『ヤゴのけんきゅう』『にゅうよくざいをつくろう』『たばこのがい』『化
か

石
せき

カブトガニ』『まめでんきゅう』『みじかなキノコ』『へびのぬけがら』『ぼくのいね』 

２ 計画
けいかく

をたてる 

しらべ方
かた

やつくり方
かた

の計画
けいかく

をたてる。 

①どのようにしらべたらよいかかんがえる。 

②しらべるためにどんな材料
ざいりょう

がいるか、気
き

をつけることを考
かんが

える。 

③することのじゅんばんをきめる。 

３ じゅんびをする ひつような道具
ど う ぐ

をじゅんびする。 

４ しらべる 

 

じっさいにしらべたり、つくったりする。 

 ○じっけんは１回
かい

だけでなく何回
なんかい

もする。 

 ○かんさつ・じっけんのきろくをノートにとる。 

 ○見
み

たことは見
み

たとおりに（絵
え

にかいたりして）、さわった感
かん

じやにおいなどもきろ 

くしておく。長
なが

さや大
おお

きさ、重
おも

さなどは数字
す う じ

できろくしておく。 

５ まとめる 
右
みぎ

に書
か

いている「じゆうけんきゅうのまとめ方
かた

」をさんこうに、しらべたことをまと 

める。 

≪保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

へ――お子
こ

様
さま

と一緒
いっしょ

に自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

を楽
たの

しんでください！≫ 

 子
こ

どもは、日常
にちじょう

の生活
せいかつ

や自然
し ぜ ん

から毎日
まいにち

たくさんの不思議
ふ し ぎ

を感
かん

じているものです。子どもの不思議
ふ し ぎ

を大
たい

切
せつ

に育
はぐく

んでいただきたいと思
おも

います。不思議
ふ し ぎ

の心
こころ

が物
もの

やことがらに対
たい

する興味
きょうみ

関心
かんしん

を起
お

こし、工夫
く ふ う

や発見
はっけん

につながります。お子
こ

様
さま

と不思議
ふ し ぎ

の心
こころ

を共
きょう

有
ゆう

し、一緒
いっしょ

になぜなのかどうしてなのかを解明
かいめい

していただき

たいと思
おも

います。 

自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

は、特
とく

に低学年
ていがくねん

では、自分
じ ぶ ん

一人
ひ と り

でできるものではありません。担任
たんにん

の先生
せんせい

にも相談
そうだん

しながら、 

お子
こ

様
さま

が「がんばって自分
じ ぶ ん

でやれた！」という気持
き も

ちが持
も

てるような自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

にしてください。 

お子
こ

様
さま

と共 同
きょうどう

研 究
けんきゅう

という気持
き も

ちで、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

も自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

を楽
たの

しんでください。 

 

久留米市
く る め し

理科
り か

教育
きょういく

センター 

  じ ゆう   けん きゅう 



  じゆうけんきゅうには、もぞうしなどにまとめるじっけんや 

 かんさつのほかに、理科
り か

工作
こうさく

やこんちゅうさいしゅう、しょく 

 ぶつさいしゅうもあります。 

風
かぜ

やゴム、水
みず

、でんきなどをりようした動
うご

くおもちゃを作
つく

っ  

たり、月
つき

や星
ほし

の動
うご

き方
かた

などをせつめいする理科
り か

工作
こうさく

を作
つく

ったり、 

 しょくぶつやこんちゅうをさいしゅうしてしょくぶつやこん 

ちゅうのとくちょうやや体
からだ

のつくりなどを調
しら

べてください。 

 

 

≪じゆうけんきゅうのまとめ方
かた

≫ 

 けんきゅうが終わったら、じっけんやかんさつをしていたときのメモやきろく、しゃしんや絵
え

などをせ

いりして「けんきゅうのまとめ」を作成
さくせい

しましょう。まとめ方
かた

は下
した

の書
か

き方
かた

をさんこうにしてください。 

 まとめる紙
かみ

は、ノートやスケッチブック、もぞうしなどの中
なか

からえらんでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ しらべようと思
おも

ったわけ 

  ※ 文
ぶん

や文しょうで書
か

く。 

 

２ しらべ方 

※ 絵
え

や図
ず

と文
ぶん

・文
ぶん

しょうでかく。 

 

 

３ しらべたけっか 

  ※ しゃしんや絵
え

などをつかってかく。 

※ じっけんやかんさつしたことを表
ひょう

やグラフにまとめる。 

 

４ わかったこと 

  ※ 文
ぶん

や文
ぶん

しょうで書
か

く。また、表
ひょう

やグ

ラフにわかったことをまとめるのもよ

い。 

５ かんそう 

  ※ 文
ぶん

や文
ぶん

しょうで書
か

く。 

 

６ さんこうにした考
かんが

えや本
ほん

など 

 

 

けんきゅうテ ー マ 

学
がっ

校名
こうめい

 ○年 名前
な ま え

 

しらべたいと思
おも

ったわけを書
か

きます。 

★「ふしぎだなあ？」「どうしてだろう？」と思
おも

っ

たこと。 

★学校
がっこう

で勉強
べんきょう

したことで「もっとしらべたい」と思
おも

ったこと。 

★テレビや新聞
しんぶん

などできょうみをもったこと。 

しらべ方をじゅんじょがわかるように書
か

きます。 

★どんなしらべ方
かた

がよいか考
かんが

え、しらべるじゅんば

んをきめる。 

★どんな方法
ほうほう

でしらべるかきめる。 

★どんな材料
ざいりょう

がいるか考
かんが

える。 

しらべたことをせいりして書
か

きます。 

★しらべたじゅんばんで書
か

く。 

★したことや見
み

たことなどをそのとおりにかき、自
じ

分
ぶん

が考
かんが

えたことや感
かん

じたことも書
か

く。 

全体的
ぜんたいてき

にわかったことや気
き

づいたことを書
か

きます。 

 

まとめがおわって、思
おも

ったことや考
かんが

えたことを書
か

きます。 

★ しらべがおわって思
おも

ったこと。 

★ まだわからないこと、新
あたら

しくぎもんに思
おも

ったこ

と。 

さんこうにした本
ほん

や 考
かんがえ

えも書
か

きます。 

ホバークラフト 


